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一
八
六
八
年
八
月
の
記
録

十
六
日
『
旧
記
諿
録
（
き
ゅ
う
き
し
ょ
う
ろ
く
）
』

「
八
月
十
六
日
午
前
四
ツ
時
ヨ
リ
敵
軍
角
島
村
ニ
来

ル
。
身
方
ハ
麒
麟
山
ノ
半
腹
並
ニ
関
門
金
比
羅
ノ
社

、
西
村
道
ノ
山
頂
都
合
七
ケ
所
ノ
胸
壁
ヲ
築
キ
待
至

タ
リ
。
敵
勢
角
島
村
ニ
来
ル
ヤ
否
、
七
ケ
所
ノ
胸
壁

ヨ
リ
揚
川
ヲ
隔
テ
々
砲
発
シ
ケ
レ
ハ
敵
軍
三
、
四
十

人
忽
（
す
な
わ
）
チ
砲
下
ニ
斃
（
た
お
）
ル
。
手
負

ヲ
扶
助
シ
死
人
ヲ
運
搬
セ
ン
ト
ス
ル
所
、
身
方
鯨
波

ヲ
揚
ケ
テ
大
小
銃
ニ
テ
追
フ
。
依
テ
敵
勢
、
角
島
村

ノ
上
ノ
杉
林
ニ
胸
壁
ヲ
築
キ
又
揚
川
ノ
岸
ナ
ル
大
樫

ノ
下
ヨ
リ
小
銃
ヲ
発
シ
、
三
本
松
ヨ
リ
大
砲
以
テ
戦

フ
ト
イ
ヘ
ト
モ
利
ア
ラ
ザ
ル
ヲ
知
リ
戦
ヲ
止
テ
柳
新

田
ノ
本
陣
ニ
引
返
ル
」

十
六
日
『
若
松
記
節
略
』

「
十
六
日
昼
前
、
四
ツ
時
頃
ニ
モ
可
有
之
哉
、
諏
訪

峠
ニ
テ
小
銃
之
音
三
発
計
リ
聞
へ
最
早
敵
サ
ク
リ
ヲ

打
押
寄
候
ニ
相
違
有
之
間
敷
ト

直
様
面
々
支
度
相

整
へ
大
小
胞
へ
玉
込
致
、
今
ヤ
遅
シ
ト
待
居
候
処
峠

ヨ
リ
追
々
下
リ
来
リ
敵
人
数
四
、
五
百
人
ト
相
見
へ

、
柳
新
田
村
辺
ヨ
リ
直
様
（
す
ぐ
さ
ま
）
、
角
島
村

横
渡
場
迄
下
リ
、
其
頃
舟
モ
不
残
引
上
置
候
ニ
付
、

敵
モ
大
河
ヲ
越
候
儀
不
相
成
。
爰
（
こ
こ
）
彼
所
ヲ

見
廻
居
候
体
ニ
テ
夫
ヨ
リ
館
跡
一
ノ
胸
壁
辺
ニ
テ
砲

発
始
候
哉
否
、
兼
テ
待
設
シ
一
統
之
事
ナ
レ
ハ
面
々

発
砲
小
銃
打
又
ハ
大
砲
或
ハ
矢
声
ヲ
上
ケ
敵
ニ
テ
モ

盛
ニ
発
砲
。
双
方
ノ
響
キ
雷
ノ
如
ク
。
高
烟
（
こ
う

え
ん
）
上
リ
其
中
ニ
大
砲
之
筒
先
ヘ
出
候
火
之
光
電

ノ
如
ク
誠
ニ
烈
戦
ニ
御
座
候
」
「
此
時
味
方
死
傷1

人
モ
ナ
ク
大
勝
利
、
夫
（
こ
れ
）
ヨ
リ
連
日
胸
壁
ヘ

番
兵
張
リ
聊
（
い
さ
さ
か
）
油
断
ナ
ク
相
守
ル
」

十
七
日
『
若
松
記
節
略
』

「
我
隊
（
朱
雀
隊
）
附
属
修
験
隊
、
砲
兵
隊
、
結
義

隊
、
五
十
島
へ
著
す
。
其
夜
番
兵
ヲ
置
」

十
七
日
『
結
草
録
』

「
十
七
日
矢
沢
駅
ヘ
着
。
午
後
ニ
至
リ
再
ビ
五
十
島

ヘ
出
兵
ノ
命
ア
リ
乃
（
す
な
わ
）
チ
谷
沢
ヲ
発
シ
砲

兵
隊
ト
共
ニ
日
暮
五
十
島
ニ
至
ル
。
町
野
隊
三
月
沢

関
門
ニ
出
張
シ
偶
、
爰
（
こ
こ
）
ニ
止
宿
」

台場

津川２・３号陣地跡

防塁 塹壕

５０ｍ０

津
川
２
号
・
３
号
陣
地
跡

戊
辰
戦
争
が
っ
た
一
八
六
八
年
八
月
十
七
日
、
激
し
い
戦
い

が
あ
り
ま
し
た
。

津
川
の
西
側
、
御
小
屋
館
跡
西
の
丘
陵
上

に
は
、
会
津
藩
が
七
ケ
所
「
胸
壁
」
と
呼
ん
だ
陣
地
跡
が
構
築

さ
れ
、
現
在
三
カ
所
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
２
号
陣
地
跡

の
残
り
が
良
い
。
津
川
１
号
陣
地
跡
は
、
御
小
屋
館
の
一
曲
輪

に
残
さ
れ
、
長
さ
三
十
八
メ
ー
ト
ル
の
防
塁
で
、
台
場
も
兼
ね

て
い
ま
す
。
津
川
２
号
陣
地
跡
は
、
津
川
ト
ン
ネ
ル
の
上
に
あ

り
、
長
さ
三
十
三
メ
ー
ト
ル
の
土
塁
と
塹
壕
で
台
場
も
兼
ね
て

い
ま
す
。
塹
壕
は
、
前
面
の
土
塁
か
ら
の
深
さ
が
一
八
〇
セ
ン

チ
あ
り
、
土
塁
は
塹
壕
の
底
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
津
川
３
号
陣
地
跡
は
長
さ
十
五
メ
ー
ト
ル
の
土
塁
で
高

さ
は
一
〇
〇
セ
ン
チ
で
す
。
他
は
、
耕
作
等
で
失
わ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
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角
島
４
号
陣
地
跡

津
川
の
対
岸
、
阿
賀
町
角
島
の
磐
越
西
線

津
川
駅
北
東
斜
面
に
西
軍
が
築
い
た
戊
辰
戦

争
の
陣
地
跡
が
四
カ
所
確
認
で
き
ま
す
。
東

側
の
津
川
城
に
近
い
方
か
ら
角
島
１
号
、
２

号
、
３
号
、
４
号
の
四
ヶ
所
あ
り
ま
す
。
角

島
１
号
陣
地
跡
は
平
場
が
削
平
さ
れ
た
も
の

で
す
。
角
島
観
音
堂
裏
に
あ
る
角
島
３
号
陣

地
跡
は
削
平
さ
れ
た
平
場
が
二
カ
所
あ
り
、

台
場
と
み
ら
れ
ま
す
。
角
島
４
号
陣
地
跡
は

集
落
裏
の
斜
面
地
中
間
部
分
の
平
場
に
長
さ

十
五
メ
ー
ト
ル
で
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

発
見
・
実
測
石
田

2019年10月実測

2019年11月実測

角島４号陣地跡

戊辰戦争以降、炭
窯に一部改変され
ていますが、高さ
50センチの土塁が
東西にあります。

１８６８年８月１６日・１７日


